
   

 

令和５年７月 

 

令和４年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

岐阜県  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

瑞穂市立牛牧小学校 瑞穂市教育委員会 公立 

 

１．学校における特別の教育課程の編成の方針等に関する情報 

学 校 名 特別の教育課程の編成の方針等の 

公表 URL 

瑞穂市立牛牧小学校 http://edu-mizuho.com/ushiki/page-2211/ 

  

 

２．学校における自己評価・学校関係者評価の結果公表に関する情報 

学 校 名 自己評価結果の公表 URL 学校関係者評価結果の公表 URL 

瑞穂市立牛牧小学校 http://edu-mizuho.com/ushiki/ http://edu-mizuho.com/ushiki/ 

   

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

   特記事項なし 

 

 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 

 

  ＜特記事項＞ 

   特になし。 



   

 

   

 

 

３． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している目標との関係 

   瑞穂市では、外国人児童の在籍数が年々増加傾向にあり、どの児童もグローバルな視

野をもち、文化や言語の違いを乗り越えて、互いを尊重し合い楽しく学校生活を送るこ

とが求められている。低学年の段階から外国語活動に取り組んでいることは、コミュニ

ケーションツールとなる英語の音声や基本的な表現に慣れ親しみ積極的にコミュニケ

ーションを図ろうとする態度を育成するとともに、英語を通して言語や文化に対する 

理解を深め、「聞くこと」「話すこと」等の実践的コミュニケーション能力の基礎を培う

ことにつながっていると考える。 

   ゲームやアクティビティを中心とした活動には楽しく取り組む児童がほとんどであ

るが、未知の言語である英語に対して「何を言っているか分からない」と不安を感じる

児童も一定数いる。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

   低学年の段階から外国語活動に取り組むことは、英語を用いたコミュニケーションに

慣れ親しむとともに外国の文化についても理解を深める契機となり、義務教育の目標に

ついて規定した学校教育法第２１条の中の「進んで外国の文化の理解を通じて、他国を

尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと」に関わる児童の資質・能力

を培うことにつながっていると考える。 

 

４．課題の改善のための取組の方向性 

   コミュニケーションを図ろうとする態度の育成に重点を置きつつ、慣れ親しむことを

重視して発達段階をふまえた系統的・計画的な指導を心がけていく。児童にとって身近

な場面を設定し、コミュニケーションを図る意欲を喚起するなど、児童の実態を見極め

ながら指導を行っていくことが必要である。 


